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【 議 事 録 】 

 

日程第１ 開会                       （午後９時 30分開会） 

 

清胤委員（教育長職務代理） 

皆さま、おはようございます。梅雨に入ってジメジメして暑苦しくなりましたよね。本日

は教育長さんが入院中ですので代わりを務めさせていただきます。よろしくお願いします。

本日の会議の議題につきましてはお手元のとおりでございます。議案・報告・協議のうち公

開になじまないものがあれば、最後にまわしたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

 日程第２ 教育長報告 

 

清水課長） 

  教育長報告について以下の項目について説明） 

  

１ ６月の学校園所、教育長の状況 

① 県教委教育長ミーティング（２日） 

② 令和７年度安芸太田町防災会議（３日） 

③ 園・所長研修会（３日） 

④ 町議会６月定例会（５日～12日） 

⑤ 加計小学校学校運営協議会（５日） 

⑥ 加計プール清掃（６日） 

⑦ 神楽競演大会（７日） 

⑧ 加計中学校学校運営協議会（10日） 

⑨ 青少年育成安芸太田町民会議（11日） 

⑩ 個別最適な学びと協働的な学びの一体的推進について県教委研修会（12日） 

⑪ 教育長ミーティング戸河内小（17日） 

⑫ 地教連定例会（17日） 

⑬ 県公共図書館協会総会（19日） 

⑭ 田舎体験推進協議会役員会（19日） 

⑮ 教育委員会会議（20日） 

⑯ 田舎体験推進協議会（25日） 

⑰ 令和７年度市町村教育委員会研究協議会（26日） 

⑱ 町校長研修会（30日） 



清水課長） 

  私からは以上です。 

 

清胤委員） 

皆様何かご質問等ありますか。 

 

小田委員） 

こども園で週 1回ぐらい外に散歩に出て、お昼も給食をわざわざお弁当に詰めて給食を

持ってきてくださって、外で食べているっていうのを聞いて、保護者の方もこども園の方

も皆さん喜んで実施されているということで、これからも引き続き、どんどんやっていけ

ばいいなと思います。今後そのことによって体力がついたとか何か実績データとか小学校

に上がった後とか出ればいいかなと思いました。 

 

清水課長） 

調理場の方でもですね、外で活動する時には外で給食が食べられるように栄養士を中心

に、献立等の工夫をして頂いているところです。また園所長さんの方もひろしま自然保育

の認証取得を目標にするのではなくて、認証取得によってどんな子どもたちに育って欲し

いかっていうような目的意識を持っていただいて、それで園所の特色を生かしながら自然

に触れ合う保育を実現しようと今頑張ってくださっているところなので、ぜひ何か良い成

果が、目に見えるものとかありましたら、またこの場で紹介させていただきたいと思って

おります。 

 

 清胤委員） 

小学校もスクールバス対応が増えましたので、地域を歩くこと自体がなくなってきまし

たよね。園外のお弁当すごくいいことなんじゃないか、まず周りを知るっていうことから

始めて、体力もつくといいですよね。そうなることを願います。どうぞよろしくお願いい

たします。他に何か。 

 

池野委員） 

筒賀のプールの清掃をされておられましたが、非常に暑い中でご苦労様でした。大変だ

と思います。町内７つ位のプール清掃、暑い時ですから敬意を表します。ただそれ以外に

プールとして登録されて実際は使わないっていう所が結構あると思うんで、そこら辺の整

理をよろしくお願いしたいと思います。 

 

 長尾次長） 

   プールの件なんですが、実は今年度ですね、地域の方へ出向いた協議というものが何度

か町長の方がされていらっしゃいます。その中で現在、戸河内松原ですね、こちらのプー

ルと筒賀の坂原にプールがあるんですけれども、こちらに関しましては原則使っておりま

せん。危険なので防火水槽の役割も終了しているということで水を抜いて欲しいと。でき

るだけ速やかに解体して欲しいという話をいただいております。おそらくこの２カ所につ

いては今年度行政財産として条例廃止することになると思っております。池野委員におっ

しゃっていただきました使ってないプールの整理が必要になると思いますので、また別途

報告をさせていただきます。 

  

 清胤委員） 

   なんでも整理整頓って感じですよね。行政や教育機関がね、そういうことをしているっ



ていうのは、整理につながっていくといいなと思いますし、防火水槽の役割がないなら、

ボウフラが発生するとかよく聞きますのでね、早く抜いていただいた方が安全ということ

もありますし、どうか次長さんよろしくお願いします。他にありますか。 

 

（意見なし） 

 

日程第３ 議事 

 

 清胤委員） 

   議案第 18号安芸太田町学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱についてを議案といた

します。事務局より説明をお願いいたします 

 

清水課長） 

  （安芸太田町学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱について説明） 

 

清胤委員） 

  何かご質問ありますか。 

 

（意見なし） 

 

清胤委員） 

それではお諮りいたします。議案第 18号安芸太田町学校給食共同調理場運営委員会委員

の委嘱についてを原案のとおり賛成の方は挙手をお願いいたします。 

 

     （全員挙手） 

 

清胤委員） 

全員賛成です。議案第 18号安芸太田町学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱につい

ては原案のとおり可決されました。 

 

 清胤委員） 

   議案第 19号安芸太田町特別支援教育支援委員会委員の委嘱についてを議題といたしま

す。事務局より説明をお願いします。 

 

佐々木主幹） 

   （安芸太田町特別支援教育支援委員会委員の委嘱について説明） 

 

清胤委員） 

  何かご質問ありますか。 

 

（意見なし） 

 

清胤委員） 

   それではお諮りいたします。議案第 19号安芸太田町特別支援教育支援委員会委員の委嘱

についてを原案のとおり賛成の方は挙手をお願いいたします。 

 



     （全員挙手） 

 

清胤委員） 

全員賛成です。議案第 19号安芸太田町特別支援教育支援委員会委員の委嘱については原

案のとおり可決されました。 

 

  日程第４ 報告・協議 

 

清胤委員） 

   報告・協議１教育委員園・所、学校訪問についてを議題とします。事務局より説明をお

願いします。 

 

 佐々木主幹） 

   （教育委員園・所、学校訪問について説明） 

今年度は２日間で回ることが出来るのかなと考えております。日程の調整について改め

てご連絡をさせていただこうと思います。昨年度は給食を一緒に食べていただいたと思う

のですがご意見をお聞かせください。 

 

河本委員） 

給食は食べてみたいんですけど、凄い量が多いんですよね。 

 

清胤委員） 

それがね、なんか全国的に少なくなってるって聞いたんです。どれぐらい変わってるか

昨今はどうなっているか、ちょっと興味がありますよね。日程があえば頂きましょうか。 

   

 河本委員） 

   給食にも物価高とか影響があるんですか。 

 

清水課長） 

栄養士も、大変苦慮しております。やはり物価高の中で、給食費の値上げをせずになん

とか回すためにあらゆる方策を練りながら進めているところです。ちょうど昨日、栄養教

諭と協議をする場をもったんですけれども、栄養教諭も、先日のニュースを見てちょっと

自分達も考えていかないといけないなと感じておられたようです。子ども達も、その日の

献立によって、もっとたくさん食べたいという意見等出てくるでしょうし。そういうのも

全体的に判断しながら、なんとか給食費を維持して、安心で安全でおいしい給食を提供し

ようと心掛けてくださっているところです。 

昨年度はですね、学校訪問に行った中学校で給食を食べてもらったと思うんですけれど

も、中学校の給食の方がやはり量は多いです。例えば小学校の給食の時間に合わせて訪問

させていただいて小学校で給食を食べるということもスケジュール調整がうまくいけば可

能かなと思っております。 

 

清胤委員） 

一応小学校希望ということですね。 

 

佐々木主幹） 

では、給食を皆さんと一緒に食べさせていただくということで進めさせて頂きます。 

 



清胤委員） 

給食を一緒にすると子ども達の生の声が聞けますよね。他に質問はありますかね。 

 

（意見なし） 
 

清胤委員） 

報告・協議２学校運営協議会報告についてを議題とします。事務局から説明をお願いし

ます。 

 

 清水課長） 

   （学校運営協議会において各校の学校運営方針が承認されたことの報告） 

  

 清胤委員） 

何かご質問ありますか。 

 

（意見なし） 
 

 清胤委員） 

   報告・協議３服務規律の厳正確保についてを議題とします。事務局から説明をお願いし

ます。 

 

 清水課長） 

   （県教委発表の懲戒処分事案について説明） 

 

清胤委員） 

いかがでしょうか。ちょっと今回の場合、今までと色合いが違うような気が致します

ね。 

 

河本委員） 

しかも、なんでこんなに同じようなことがあるんですかね。すごい不思議なんですよ。 

 

清水課長） 

そうですね、こちらについては、私も実際どの学校で起こったのかとかいうのは情報と

してはありませんので。特に特休とか休暇の虚偽の申請については、たまたま同時期での

発表ということになっております。 

 

清胤委員） 

何を発表するかとか、取捨選択してるんですかね。 

 

清水課長） 

懲戒処分が出た案件につきましては、全て公表しております。 

 

清胤委員） 

ちょっと流行があるかと思ったぐらい、色合いが違いますね。 

 

河本委員） 

育児休業を取っているのにっていう、育児休業中という事はお休みされてるってことで



すよね。 

 

清水課長） 

育児休業を取っているから、わが子が入所できないような時期に来たんじゃないかな

と。でも、なんとか入所を継続させるために、育児休業中ではなくて勤務をしているんで

すよということを。 

 

河本委員） 

１回切れてしまうともう次が保証されないからっていう。 

 

清水課長） 

両親が両方働いているから子どもを預けるという状況を多分作りたかったんだと思いま

す。 

 

 清胤委員） 

   やむにやまれない、なんかあったんでしょうね。お子さんが複数で手がかかるとか、ご

両親の介護が重なったとか、まあいろいろね、補足ですけど、一番目の事案はちょっとな

んか、どうにかならないのかなっていう気が。 

 

河本委員） 

生徒を自家用車に乗せたっていうこともいろんな状況が想像できるんですけど。ちょっ

と送ってあげるとか。 

 

清水課長） 

こちらも、どのような理由かわからないんですけれども、昨年度、懲戒処分の指針が改

正されて、所属長の許可を得ることなく自家用車に、児童生徒を乗せることは戒告の処分

とすると、指針に明記されております。やはり、わいせつ系の事案が立て続けに起こった

ことが背景にあるんですけれども、そちらについては県教委が作成しているチラシがある

んですが、各校で掲示はしてるんですけど。例えば今ここにある事案とか、ＳＮＳ等で子

どもとつながること、不必要な人体接触等、職場の中で起こさせないような啓発をしてあ

るんですけれども。にもかかわらず、やはりこのような事案が起こってしまったというこ

とは教育委員会としても考えていかなければいけないと思います。このような背景を本町

においても校長研修会でですね、しっかりと考えていくことによって不祥事防止につなげ

ていきたいと考えています。 

 

小田委員） 

このことで部活の試合に行く時に昔はバスで行ってたと思うんですけど、最近、先生の

車で送迎するのが多くなっているんですか。 

 

 清水課長） 

   部活動の練習試合等で、校外に行く時には部員数が減っているところもありますので、

バスを 1台借りて 1回練習試合に行ってくるだけでも、交通費がかかるわけで、例えば十

人未満であれば町教委のハイエースで職員が運転すれば無料で行くことができるので、限

られた予算の中で、子ども達にできるだけ多くの経験を積ませたいという先生方の思いが

ある中で公用車を利用することは増えているかなと思います。 

 



 小田委員） 

   それでも自家用車で送ることもあるんですか。 

 

 清水課長） 

   そちらについては町教委としても公用車を使うよう言っています。もちろん、所属長の

許可を得ることなく自家用車に児童生徒を乗せた場合には、どのような理由であれ、こう

いう処分の対象にはなります。 

 

清胤委員） 

自分の休暇を取りたいがための虚偽の申請がまた雰囲気が違うんですけど、いろんなこ

とが起こりますよね。こういうことがなるべく報告されないことを願います。 

 

清胤委員） 

報告・協議４令和７年安芸太田町議会臨時会に提出する議案に対する意見聴取について

を議題といたします。事務局よりご説明をお願いいたします。 

 

長尾次長） 

（令和７年安芸太田町議会臨時会に提出する議案に対する意見聴取について説明） 

 

清胤委員） 

ありがとうございます。致し方ない水道の工事でございますね、バイパス手術のような

っていうのがすごく分かりました。大事です、早くしてもらわないと。エアコン２個も大

変ですね、大型でしょうからお金がかかりますね。よろしくお願いいたします。 

それでは本日予定されておりました議案は全て終了いたしました。では次回の教育委員

会会議の日程調整をお願いいたします 

 

(次回の教育委員会議の日程調整) 

７月 22日火曜日ということでお願いします。 

 

池野委員） 

   別議ですが、ホールの前がバケツの山でした。漏水だと思うんですが、川森全体で漏水

している。従来から言われてますが、屋根の関係でしょう。なかなか復旧は難しいと思い

ますが、安芸太田町を代表する施設でもありますし、将来性がなかなか立ちにくいとは思

うんですけど。実情はどうですか。 

 

長尾次長） 

川・森・文化交流センターの雨漏りですが、これにつきましては、議会からも質問をい

ただいたところでございます。現在町では、行政財産、行政として目的を持って使う財

産、こちらにつきまして、公共施設管理計画というもの作っている最中です。この川・

森・文化交流センターの、このまま継続するのか果たして何年もつのかといった部分を検

討してるような段階に来ております。一方で、天井を見上げていただいてわかる通り、い

まだＬＥＤ化できていないいわゆる蛍光灯ですね、蛍光灯の製造というのがすでに中止さ

れております。こういったような状況を見ると、やはり大規模な改修というのはかけてい

く必要があろうと思っております。ちなみにこの雨漏りなんですけれども私もこちらに赴

任致しまして、気になっていました。平成 30年の時に、大規模な改修をして、その時に雨

水の対策としてコーキングを行っています。ちょうど今、７年経ってるんですけれどもこ



のコーキングのいわゆる対応年数っていうのが５年から７年といわれています。なので雨

漏りは致し方ないかなという部分もあるんですが、確認をさせていただきますと、特にこ

の川森交流センターの施設は特殊なんですね。真ん中が吹き抜けになって３階と４階部分

がプールになるような感じになるんですね。ですからこの雨水が抜けていかないと、溜ま

りきってそれが浸透して、雨漏りとして館内の中に漏れ滲んでしまうという状況です。こ

れを防ぐために職員数名とですね、清掃させていただきました。私もちょっと汗流しなが

らやったんですけどもこれで様子をみたらですね、雨漏りというか滲んで出るものはほと

んど見えなくなりましたが、定期的にこうしたことも行いながらですね。時間 50ミリを超

えるような雨が降ると、漏る可能性があるんですけれども、今の雨漏りに関しては、そう

いう維持関係で、防げる部分もあるんじゃないかなというふうに思っております。できる

だけマンパワーですが、延命しながらですね、この公共施設のあり方を考えないといけな

い。バケツは前からずっと置いてたものが残っているので。ここはまだ蛍光灯だからいい

んですけれども、例えばですね、学校照明の中で水銀灯が残ってるんです。あと、体育館

ですね、修道活性化センターの体育館とかも電灯 10灯のうち５灯が切れて状態なんですが

これ水銀灯です。こうしたものを改修していかないといけないんですが、予算要求自体は

教育委員会としてもさせてもらってるようではありますけれども町全体で大きな事業計画

を持っている。そういった中でどうしても高いところにある水銀灯を計画的にやろうとす

るとですね、１箇所あたり 1000万とか 2000 万とか、かかっちゃうんです。そういった現

状を見ながらですね、適切に予算要求しながら継続して使うものと先ほどのプールのよう

に、廃止していくものという整理が必要になってくると思います。事務局で整理させてい

ただきながら地域の施設をなくすということになれば、もちろん最終的には教育委員の皆

さんにお諮りするんですけれども地域の皆様にお話をしていくという必要があると思って

おりますので事前に、そういった話をさせていただきたいと思います。 

 

池野委員） 

了解です。 

 

清胤委員） 

すごくわかりやすいご説明ありがとうございます。コーキングとかいうとなんかこうイ

メージできるんですね。結局のところマンパワーとおっしゃいましたけどやっぱり業者任

せじゃなくて、日々何か雨が降るかなとかいう前の日には排水管が詰まっていたらプール

みたいになっちゃって、コーキングしてやってもダメな場合もあるんでね。 

 

長尾次長） 

排水管の掃除をするとかだけじゃなくてプールになる部分がですね、かなり枯れ葉が枯

れたものとか燕が巣を作りますので、そういったものとかですね。 

 

清胤委員） 

落ち葉とか燕の巣の残骸がありますね。 

 

池野委員） 

大屋根を設ければ直りますか。 

 

長尾次長） 

実は議会筋から質問いただいたんですが、ご承知の通り図書館がありますけれども耐荷

設計上ですね、蔵書が増やせないっていうのがありまして、いわゆる建築基準で定められ

た耐荷設定を考えると屋根を乗せるっていうのはおそらく建築基準で許されないものにな



ろうと思います。その辺りの所はですね、建築部門でないと分からないかもしれないんで

すけど、こういったことをわかりやすく説明させていただきながらですね、この施設はあ

るよというのを示していきたいと思います。 

 

 清胤委員） 

   すごいわかりやすい、そうやってせっかく掃除をして、大丈夫だろうっていうことなら

ば、あのバケツは撤去された方がイメージが良いと思うので池野委員さんがおっしゃいま

したけど、できれば面倒くさくてもちょっと一時撤去していただいて次の大雨の前に置く

とか。 

 

 長尾次長） 

   かしこまりました。 

 

清胤委員） 

よろしくお願いします。なるべくイメージは上がった方がいいと思います。ありがとう

ございます。ご苦労がよくわかりました。ホワイトカラーといってもね、色々しなきゃい

けないことがいっぱい、そこは本当人材不足だから日々こう思いを思いながら誰ができる

人が一生懸命やって、そこのリーダーシップをとっていただける次長さんですのでどうか

よろしくお願いいたします。では以上で令和７年第６回教育委員会会議を終わります。皆

様ご協力ありがとうございました。 
 

  

(次回の教育委員会議の日程調整) 

７月 22日火曜日ということでお願いします。 

以上で令和７年第６回教育委員会議を終わります。ありがとうございました。 

 

（午前 10時 10分 閉会） 

 

 


